備蓄品の紹介

震災時の避難所には色々な備蓄品が準備されています。

市町村によっては指定避難所に備蓄されておらず、専用の備蓄倉庫に保管されている場合もあります。今回は千葉県市川市のホームページから引用した備蓄例を示させていただきます。

市川市では各小学校におおむね1000人分を基準として備蓄していると発表しています。

食料品
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クラッカータイプのサバイバルフーズは25年保存、アルファ米は5年保存となっています。

生活必需品
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市川市では組立式のベンチャートイレと簡易なボックストイレの２種類を準備しています。

避難所の開設に備え、体育館棟の床に敷くマットや真空パックの毛布も備蓄しています。

飲料水
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炊事用品
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電気・照明
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その他
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備蓄品一覧

	品名
	数量
	品名
	数量

	浄水機
	１台
	生理用品
	20袋

	炊飯装置
	１式
	トイレットペーパー
	100個

	組立式トイレ
	１台
	化粧石鹸
	100個

	簡易組立式トイレ
	50台
	哺乳ビン
	10本

	防水シート
	100枚
	バケツ
	20個

	給水袋
	500枚
	やかん
	10個

	防水用マット
	20枚
	強力ライト
	10個

	飯台
	5台
	チャッカマン
	10個

	食糧（サバイバルフーズ）
	1000缶
	ゴミ袋
	20袋

	毛布
	100枚
	割り箸
	1000本

	紙おむつ
	60袋
	紙コップ
	1000個

	救急セット
	5セット
	紙皿
	1000枚


